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緊急事態宣言 再発令に関して 

 

2020年４月に緊急事態宣言が発令されて以来、新型コロナウイルスは、依然として終息しない中、 

2波・3波の拡がりを見せており、新型コロナウイルス特別措置法に基づく緊急事態宣言の再発令が 

決定する見通しとなっております。 

私たちが行っている高齢者の介護サービスについては、政府・自治体から「可能な限りの事業継続」が

求められましたが、実際には利用者様・ご家族が感染を過度に心配し、不要不急の外出を避ける上で、

「利用控え」「自宅待機」を選択される利用者様は少なくありませんでした。その結果、介護サービスの 

頻度が減ることで高齢者の心身機能の低下が生じたと各地から報告されました。 

今回の緊急事態宣言でも、介護サービス事業については政府・自治体から同様の対応が求められる 

はずではありますが、LETS倶楽部、ブリッジライフは、感染症対策として行ってきたこれまでの取り組みを、 

引き続き緩める事なく継続し、利用者様及び施設で働く職員の安全を確保した施設運営を行い、 

利用者様にとって社会インフラとも言える介護施設を運営する立場に於いて、出来るだけ介護を止める 

ことなく、利用者様を守っていきましょう。 

欠席や自宅待機を望まれる利用者様へのサポートとして、ＣＭとの連携を密に取った上で、電話対応や

訪問対応の実施に切り替えるなどの利用者様に合わせた運営を行うと同時に、近隣施設において、 

介護サービスの経営が困難となり、休止・廃業となる事例も再び発生することも想定し、行き場のない 

利用者様を受け入れながら変化に対応できる施設運営を行って参りましょう。 

 今後も QLCサポート本部として、全ての施設利用者様、各施設の職員様、弊社職員も含め、生命を

第一優先で考え、この難局に向きあって参ります。 
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